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横
断
歩
道
一
旦
停
止
ラ
ン
キ

ン
グ
で
、
長
野
県
は
断
ト
ツ
の

一
位
。
横
断
歩
道
に
横
断
し
よ

う
と
す
る
歩
行
者
が
い
た
時
、

長
野
県
で
は
八
〇
％
以
上
の
車

が
一
旦
停
止
す
る
と
い
う
。
二

位
の
都
道
府
県
を
二
〇
％
以
上

引
き
離
し
て
の
断
ト
ツ
一
位
な

の
だ
。
な
ぜ
長
野
県
は
断
ト
ツ

一
位
な
の
だ
ろ
う
か
。

横
断
歩
道
で
の
一
旦
停
止

は
、
交
通
法
規
で
定
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
だ
。
長
野
県
は
他
県
に

比
べ
て
取
り
締
り
が
厳
し
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。

ど
こ
の
都
道
府
県
で
も
横
断
歩

道
の
安
全
対
策
や
交
通
マ
ナ
ー

の
啓
発
に
は
力
を
入
れ
て
お

り
、
長
野
県
が
独
自
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
い
う
。
長
野
県
で
は
、

横
断
歩
道
で
渡
ろ
う
と
し
て
い

る
子
ど
も
に
気
づ
い
て
一
旦
停

止
す
る
と
、
渡
り
終
わ
っ
た
子

ど
も
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
、
振
り
返
っ
て
お
辞
儀
を
し

て
く
れ
る
。
こ
れ
は
長
野
県
特

融
の
こ
と
で
、
他
県
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
そ
う
だ
。
横

断
歩
道
で
の
一
旦
停
止
率
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
、
長
野
県
の
子

ど
も
た
ち
の
よ
う
に
お
辞
儀
を

す
る
こ
と
を
推
奨
し
よ
う
と
し

た
県
も
あ
る
よ
う
だ
が
、「
歩

行
者
優
先
。
お
辞
儀
を
す
る
必

要
は
な
い
」
と
不
評
だ
っ
た
と

聞
く
。

子
ど
も
た
ち
が
渡
り
終
え
て

お
辞
儀
を
す
る
習
慣
は
、
長
い

年
月
を
経
て
定
着
し
た
素
晴
ら

し
い
行
為
だ
と
私
は
思
う
。
運

転
者
と
歩
行
者
の
言
葉
を
介
さ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
一
旦
停
止
を
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
と
お
辞
儀
を
す
る
歩
行

者
と
の
心
の
通
い
合
い
が
、
高

い
一
旦
停
止
率
を
支
え
て
い
る

と
私
は
思
う
。
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。	

（
館
長
）

小学校開校 150 周年・中学校開校 75 周年
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小
学
校
の
歴
史

　

明
治
五
年
に
阿
島
安
養
寺

に
嚶
お
う
お
う々
学
校
が
開
校
し
、
翌
六

年
、
七
年
に
、
富
田
・
氏
乗
・

小
川
・
伊
久
間
に
そ
れ
ぞ
れ
学

校
が
開
校
し
た
。

　

そ
の
後
、
統
廃
合
を
経
て
、

喬
木
第
一
国
民
学
校
、
喬
木
第

二
国
民
学
校
と
な
り
、
昭
和

二
二
年
、現
在
の
第
一
小
学
校
、

第
二
小
学
校
が
開
校
し
た
。

　

喬
木
村
に
は
、
阿
島
城
原

城
、
小
川
松
下
城
、
伊
久
間
城
、

富
田
城
、
氏
乗
城
山
城
の
五
つ

の
山
城
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

は
行
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
阿

島
城
原
城
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

阿
島
城
原
城
は
、
阿
島
の
北

の
通
称
城
原
の
段
丘
上
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
山
は
安
養
寺
の

裏
山
で
毘
沙
門
山
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
城
原
段
丘
が
西
方
に

突
出
し
た
台
地
に
位
置
し
て
い

て
、
通
称
「
新
墓
地
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

標
高
は
約
五
〇
〇
㍍
で
、
対

岸
の
飯
田
方
面
や
周
囲
の
山
々

を
一
望
で
き
る
格
好
の
展
望
台

で
す
。
南
に
は
加
々
須
川
、
西

に
は
天
竜
川
の
氾
濫
低
地
、
北

に
明
神
洞
と
三
方
が
い
ず
れ
も

約
七
〇
〜
八
〇
㍍
の
険
し
い
段

丘
崖
に
囲
ま
れ
、
天
然
の
要
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
は
、
遺
構
と
し
て

見
る
べ
き
も
の
は
少
な
く
、
台

地
の
東
方
に
深
い
段
丘
崖
が
南

北
か
ら
迫
り
、
首
の
よ
う
に
細

く
な
っ
た
地
帯
が
あ
り
、
昔
は

こ
こ
を
利
用
し
て
堀
が
造
ら
れ

て
い
ま
し
た
。今
は
こ
こ
を「
相

の
堀
」
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

台
地
上
は
約
二
㌶
ほ
ど
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
田
畑
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
城
地
に
取

り
込
む
と
余
り
に
も
広
く
て
、

守
る
に
は
大
変
な
城
と
言
え
ま

す
。
現
地
に
立
っ
て
み
る
と
、

本
当
に
広
く
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

戦
国
時
代
に
知
久
平
城
に

在
っ
た
知
久
氏
は
、
山
城
の
必

要
に
迫
ら
れ
一
五
〇
〇
年
頃
、

神
之
峰
城
を
築
き
移
り
住
み
ま

す
。
そ
れ
よ
り
約
一
〇
余
年

後
、
領
内
の
有
力
地
侍
は
頭
領

の
知
久
氏
の
命
令
で
出
城
を
つ

く
っ
て
こ
も
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
阿
島
城
原
城
も
城
原
段

丘
を
削
平
し
て
構
築
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

専
ら
戦
闘
用
の
城
で
敵
の
来

襲
を
発
見
し
、
狼
煙
を
上
げ
て

本
城
へ
知
ら
せ
る
た
め
、
常
時

何
人
か
を
見
張
り
と
し
て
住
ま

わ
せ
て
お
き
、
城
主
は
そ
の
麓

あ
た
り
に
居
館
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
館
を
中
心
と
し
て
互

い
に
連
結
し
、
家
臣
た
ち
の
屋

敷
や
明
神
社
、
安
養
寺
な
ど
の

社
寺
を
も
包
含
し
て
城
下
が
形

成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

資
料
館
で
は
村
の
文
化
展
示

ウ
ィ
ー
ク
（
十
一
月
一
日
か
ら

六
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
喬
木
村

の
山
城
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

旧校舎

現在

旧校舎

現在

喬木第二小学校

喬木第一小学校

喬木第一国民学校の校舎

開校当時の富田学校

嚶々学校開校の地

明治8年喬木村発足

5校独立小学校となる

喬木第一・第二尋常高等小学校の発足

昭和30〜50年にかけて、分教場が廃止され、現在の２校体制
になる。
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『
椋
鳩
十
と
原
田
泰
治 

二
人
の
世
界
／

  

画
文
集
﹇
太
陽
の
匂
い
﹈
原
画
展
』
始
ま
る

椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念
図
書
館
開
館
三
十
周
年
記
念

編
集
後
記

編
集
後
記

　

あ
っ
と
い
う
間
に
暑
い
夏

の
空
気
か
ら
秋
の
気
配
を
ま

と
っ
た
空
気
へ
と
変
わ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
生
活
も

三
年
。
講
演
会
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
も
少
し
ず
つ
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
た
だ
、
公
民
館
事

業
で
も
体
育
系
の
行
事
は
な

か
な
か
難
し
い
よ
う
だ
。
大
会

が
な
い
の
で
所
属
す
る
地
区

の
バ
レ
ー
チ
ー
ム
も
活
動
休

止
状
態
。
テ
レ
ビ
で
日
本
代
表

の
試
合
を
応
援
し
つ
つ
、
時
間

を
つ
く
っ
て
体
を
動
か
す
習

慣
の
大
事
さ
を
今
更
な
が
ら

実
感
し
て
い
る
。

喬
木
俳
句
会

喬
木
俳
句
会

長
月
句
会
詠
草

刈
り
終
へ
し
広
き
田
ん
ぼ
や
子
ら
駆か

け
る	

矢
澤
恵
美
子

雲
晴
れ
て
平
和
を
祈
る
良り

ょ
う
や夜
か
な

吾わ
れ
も
こ
う

木
香
わ
が
背
を
越
し
ぬ
凛
と
し
て	

松
島
み
の
り

秋
め
く
や
花
と
語
り
し
水
の
音

秋
風
や
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
吹
き
抜
け
り	

宮
島　

高
枝

篠し
の
ぶ
え笛
の
ひ
び
く
神
社
や
秋あ

き
び
よ
り

日
和

稲い
ね
は
ざ架

に
捩ね

じ

り
鉢は

ち
ま巻

き
考こ

う

の
影
（
考
：
亡
く
な
っ
た
父
の
こ
と
）

	

村
山　

た
か
子

満
月
や
節
く
れ
た
指
オ
カ
リ
ナ
に

静せ
い
じ
ゃ
く
寂
の
闇
夜
を
灯
す
虫
の
声	

田
中　

君
子

露
草
や
一ひ

と
ひ日
生
き
ゆ
く
光
か
な

晴
れ
渡
る
夜
空
は
青
き
虫
の
声	

原　

美
恵
子

彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花
咲
く
時
を
待
ち
友
は
逝
く

十い
ざ
よ
い

六
夜
や
溜
息
ひ
と
つ
厚
き
雲	

西
元　

く
に
こ

老
い
の
身
の
暮
る
る
早
さ
よ
九く

が
つ
じ
ん

月
尽

爆
音
は
遠
き
日
の
こ
と
稲
を
刈
る	

市
橋　

ヨ
リ

夕ゆ
う
ぼ
し星

の
ひ
と
き
わ
光
り
星ほ

し
づ
き
よ

月
夜

小ち

さ
き
家
小ち

さ
き
木
箱
の
朝
顔
よ	

松
葉　

孝
子

父ち
ち
は
は母
の
こ
と
語
り
合
ひ
栗
を
剥む

く

語
り
部
の
明あ

し
た日
に
生
き
る
命
か
な	

吉
川　

て
る
子

命
日
や
母
の
好
み
の
菊

き
く
な
ま
す膾

中
学
校
の
歴
史

　

長
野
県
組
合
立
竜
東
農
学

校
（
長
野
県
組
合
立
竜
東
農
蚕

学
校
）
を
経
て
、昭
和
二
二
年
、

新
制
喬
木
中
学
校
と
し
て
開

校
す
る
。

　

開
校
当
時
は
青
年
学
校
校

舎
（
旧
役
場
跡
）
と
第
一
小
学

校
に
分
か
れ
て
い
た
。そ
の
後
、

学
年
ご
と
澱
粉
工
場
跡
校
舎
、

阿
島
劇
場
跡
校
舎
等
に
移
転
し

て
い
た
が
、
昭
和
二
四
年
、
現

在
の
中
央
社
会
体
育
館
周
辺
に

移
転
し
、
全
校
生
徒
が
一
つ
の

校
舎
で
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

昭
和
五
九
年
に
現
在
の
中
原

地
区
へ
移
転
し
た
。

　

去
る
十
月
一
日
（
土
）、
椋

鳩
十
記
念
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

開
館
三
十
周
年
記
念
『
椋
鳩
十

と
原
田
泰
治 

二
人
の
世
界
／

画
文
集
［
太
陽
の
匂
い
］
原
画

展
』
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
か
ら
始
ま
っ
た
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
諏
訪
市
か
ら
原
田

泰
治
先
生
の
ご
親
族
、
鹿
児
島

県
や
東
京
都
か
ら
椋
鳩
十
先

生
の
ご
親
族
、
村
の
関
係
者
が

集
ま
り
開
催
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
椋
先
生
の

孫
の
久
保
田
朝
彦
さ
ん
、
そ
し

て
原
田
先
生
の
長
女
の
原
田

美
室
さ
ん
が
挨
拶
に
立
ち
、
椋

先
生
と
原
田
先
生
の
二
人
の

交
流
、
繋
が
り
、
そ
し
て
今
回

の
原
画
展
に
つ
い
て
感
慨
深

げ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
喬
木
村
市
瀬
直
史
村

長
か
ら
は
、
三
十
周
年
と
な
っ

た
椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念
図
書

館
開
館
の
経
緯
を
織
り
交
ぜ
、

こ
れ
か
ら
約
三
ヶ
月
間
開
催
さ

れ
る
原
画
展
に
多
く
の
皆
さ
ま

が
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
原
画
展
を
喬
木

村
で
開
催
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
原
田
先
生
の
絵
画
『
梅
咲

く
頃
』
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
原
画
展
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

二
階
の
視
聴
覚
室
を
会
場
と
し

て
お
り
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵

は
、
期
間
中
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、十
月
二
十
三
日
（
日
）

午
後
二
時
か
ら
は
、
喬
木
村
中

央
社
会
体
育
館
に
お
い
て
、
原

田
美
室
さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　

原
画
展
は
、
十
二
月
二
十
五

日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
、
休

館
日
は
月
曜
日
と
祝
日
、
開
館

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
六

時
（
土
・
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
椋
鳩
十
記
念
館
・
記
念

図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝

社
会
体
育
施
設
草
刈
り

社
会
体
育
施
設
草
刈
り

　

皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
運
動
公
園
を
は
じ
め
、

駐
車
場
や
児
童
公
園
周
辺
な

ど
、
定
期
的
な
草
刈
り
が
必
要

な
個
所
が
複
数
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
以
下
の
団
体
・
個

人
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

運
動
公
園
や
曙
月
庵
周
辺
の

草
刈
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〇
団
体
：（
一
社
）
パ
ブ
リ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
飯
田
事
業
所
さ

ん
、（
公
社
）
飯
田
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
喬
木
支

部
さ
ん

〇
個
人
：
原
秀
樹
さ
ん
（
両
平
）

※
上
記
の
方
以
外
に
も
教
育
委

員
会
で
把
握
で
き
て
い
な
い

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
方
々

を
含
め
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

校庭の道路跡・石積みは33年の校庭拡長工事で見られなくなっ
た。両校舎中間の杉の木のもとに八幡社の鳥居が見え、奥正面
に工事中の体育館が見える。

今後のイベントについて

公民館楽遊塾第３講座 『廃油を利用した石鹸づくり」
日時：令和４年10月30日　9：00～
場所：石けん作り工場（堰下浄化センター東側）
申込：10月24日まで　※先着10名

公民館文化展示ウィーク
期間：令和4年11月1日～6日　10：00～17：00（※5日のみ20：00まで）
場所：福祉センター、歴史民俗資料館、アスボ、椋鳩十記念館・
            図書館、学遊館（日曜のみ）
内容：作品展示、PR動画放映、スタンプラリー（土日のみ）

村民マレットゴルフ大会
日時：令和４年11月13日
場所：大原机山
            マレットゴルフ場

第35回　椋鳩十夕やけ祭
日時：令和4年11月20日 13：30～
場所：福祉センター2階
            多目的ホール

ふるさとづくりフォーラム
日時：令和４年11月27日
            13：30～
場所：中央社会体育館

リユースイベントを実施します！
フォーラムに合わせてリユース
イベントを開催します。ぜひお
越しください。

青年学校校舎（旧役場）

昭和31年度の校庭と校舎

現在
昭和38年3月　３階建

鉄筋コンクリート校舎竣工

シルバー人材センター喬木支部の
皆さんによる草刈りの様子

テープカットの様子

原田先生の絵を寄贈いただく


